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r三田学会雑誌J 72巻 5号 （1979年10月）

でに達する移民計画であった（なお，との問题について 

は，上掲，r農地制度論J における小林昇教授の解説および 

r小:沐界経済学史著作後■!第9巻，rF，リスト别究〔3 力を 

参照されたい)o 48年ホ命直前におけるこうしたリスト 

の移民f l•画提案は，やはり中部ョロッパにおける共 

同体の問題と深くかかわり合っていると思われる。も 

しこの時期，すなわち1840年代におけるプロレタリア 

の形成が，中部ョ 一口ッパにおける共同体の状況とど 

のような関係にあったか，との点が，将来もし著者に 

よって明らかにされるならぱ， y ストのこのr農地制 

度論J も，新たな光の下や読むことができるかもしれ 

ない。

非常に卓抜な着想と長い年月をかけられて得られた 

著横，そして何よりもすぐれた実証主義の所産である 

本書にたいする書評としては，必ずしも充分ではない 

力’、，御教示を戴けれぱ幸いである。

現在のG a st'a rb e iterと 1848年のプロレタリアと 

の間の区別を筆者は独調したが，しかしそれにもかか 

わらず，今日の東南アジアの状勢を思うと，著者の云 

うことも首肯•せざるえないような複雑な気持である。 

いずれにしても，1848年] !命は，今日のわれわれの時 

代とも密接な関速があるという点では，私は，著者と 

認識を共通にするものであろ。

〔B 6 判, 未来社，282頁, 19784P, 1600円〕

飯 田 鼎

(経済学部教授）

Roy den Harrison, Gillian Woolven, 
Robert Duncan (eds.)
The W arwick Guide to B ritish  Labour 
Periodicals 1790- 1970. A  Check List.
I960年創設の Society for the Study of Labour 

H isto ryが，イギリス労働史研究の活力に満ちた発展 

をもたらす基礎となったことに疑問の余地はないが， 

1970年代になると，労働史のピプリオグラフィーない 

しチェック，リストり作成という研究のもっとも基碟 

的な作業が，本格的に遂行されはじめた。Joyce ,M. 
Bellam y and John Saville  (ed s.), D ictionary o f  
Labour Biography ( v o l . 1 ( 1 9 7 2 ) —) ，および，こ 

の書評で対象とするThe W arw ick Guide to B ritish  
Labour P eriodicals 1 7 9 0 -1 9 7 0  (1977) (以下 the 
ITrtmu'cみGw/rffiと略す）は，そのなかでも，もっとも重 

耍なものである。この2 種類の刊行物によって，人名 

(および関連した事項）にかんする整傭された文献リス 

ト，および，労働関係定期刊行物のリストといういわ 

ぱ縦軸と横軸が.与えられ，研究対象に接近するために 

必要不可欠な資料名とその所在が，明確に示されるこ 

とになった。さらに，特定の研究チー'^にかんするビ 

プリオグラプィ一も刊行されはじめたが，その典型は 

J. F. C. Harrison and Dorothy Thom pson, 
Bibliography o f  the C h artist M ovement, 1 8 3 7 -  
プ5 7 5  (1978)である。 この種のものには, すでに， 

Brian Harrison, D ictionary o f  B ritish  Temperance 
Biography  (Society  for the Study of Labour, 
H istory, B ulletin Supplem ents, A ids to Research  
N o . 1) や Gillian B. W oolven, Publications o f  
the Independent Labour P a rty  1 8 9 3 -1 9 3 2  (A ids 
to R esearch No. 2 ) , さらに, Eugene LeM ire, 
T he Socia list League L eaflets  and M anifestoes: 
An Annotated Checklist, International Review  
o f  Social H istory, XXII, 1977 ぎがある力'、 今後と 

もこのようなビプリオグラフィ一の刊行は綺行され， 

研究者に多大な便宜を提供することになるだろう。

• ところで，the W arw ick G u id eは，その序文に記 

されているように，1960年めSociety  for, the Study  
of Labour H i s t o r y の創立大会に起源をもっズい 

る。そのときすでに，労働者新聞等の刊行物（Labour 
periodicaり力，、，労働史研究の重要な資料となること 

が確認され，従来めような institu tional h is to r yを 

腺却するために，まず,そのリストの作成が急務であ
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ること力’、，一部の大会参加者に自覚されては、、すこだ 

が，卖際にその作業が開始されたのは，1972年复にウ 

ォーリック大学で，Labour p eriod ica lのリスト作成 

のための会議が開かれたときからである。すでに我々 

は，p e r io d ic a lの目翁^としては, 1) BHl i sh Union 
C atalogue o f  P eriodicals, (BUCOP), 2) MitchelVs 
N ewspaper, P ress D irectory, 3) Joel H. W einer, 
A  D escriptive F inding L ist o f  Unstamped B ritish  
Periodicals, 1 8 3 0 - 1 8 3 6  (London, 1970)をもってお 

り，また，Chinien A b ram sk yが巾間-発表したA Che
ck list of Labour Periodicals 1794-1920 (iButletin
of the Society fo r  the Study o f Labour, History, no.

(り25. Autumn 1972)も，前三者よりも小規模だが，237 
点の労働史関連文献を収録している。だが，いずれも 

労働史研究にとっては不完全なものであった。そこで, 
ウォーリック大学社会史研究所所長R. ハリスン教授 

は，W o o lv enおよびD u n ca nとの協同作業のもとに， 

72年10月から労働組合評議会，大学（とくにょクA トラ 

. ミュラル），ジャーナリスト労働組合，’地方の労働党 

支部，労働組合，協同組合，公共図書館，資料保存所等 

々の協力をえて，1975年 1 月までLabour periodical 
にかんする情報览傷をおこなった。この計画にたいす 

る財政的援助は，Social Science Research Council 
がおこなったが，一部の資料をr我々が直接調查する 

前に時間と金が尽きてしまったJ ( x i i ) ので，いった 

ん鬼集作業を75年の段階で中止し，1977年の刊行にこ 

ぎつけたものである。そこに収録された項目の総数は， 

4 ,1 2 5 点と龙大で，7 0 0頁程の大冊である。私は，72 
年秋にウォーリック大学社会史班究所に着いてか:ら， 

しだいに高く積まれていく p e r io d ic a lのカー|ドの山 

を見たが，地味な，しかし忍耐心の極度に要求される 

このような基礎作業がつづけられているのを見て，あ 

る種の惑動をおぼえ'たことを想いだすふ私がウォリ

ックを離れた76年秋には，その作業は終了し，判行も 

間近かだったが，すでに集糖された力一ドは，私速の 

研の利用に供せられていた。r労働新聞や社会主義 

新聞は服史家によって無視された対象である。"‘…し 

かし，複写や複製方法が事態を全く变え，同様に，.遂 

行される研究の量が非常に増加したので，我々は長k、 
ことB U C O Pに匹適する労働刊行物のカタログを[欲 

していた。いまや the W arivick G u id eの-|-lj行によ 

って，それがなしとげられた。これは，この国の労働 

研究史に☆ける特筆すべき出来事である」と， J. サ 

ヴィルが評するとき，それは的を射ているというべき 

だろう。

この the W arwick G u id eの内容を紹介するには， 

まず，具体例を示すのがよいだろう。そこで，チャー 

チィズムの著名な機関誌rノーザン* スタ一』の項を 

ひいてみると，次のように書かれている。（P. 377)
* . ..

「2477, Northern S tar, and Leeds General A dver
tiser I , 1 〔18 Nov. 1837〕-V III, , 367 (23 Nov. 
184<l). Leeds； then N orthern Star, and N ational 
Trades' Journal: V III, 368 (30 Nov, 1 8 4 4 )-  
XV, 749(13 March 1852): then S tar and N ational 
Trades'Journal: XV, 750 (20 March 1852) -X V , 
755 (1 May 1852); then b Star o f  Freedom: I , 1 
(8 May 1852) - I , 14 (7 Aug. 1852); ns 1(14 Aug. 
1842)-16 (27 Nov. 1852). London； weekly.j 
まず, 機関誌の名称の変更が# しく示される。同一 

の新間が所有者の変更等の原因から幾度も名称を恋更 

することはしぱしぱ生じたことなので，このま示は不 

可欠である。つづいて，この新聞の性格が簡潔に示さ
(3)

れる。

ほ，41/2(1,; 5d.; 4ソ2 ^ ,最 初 L e e d sで所有者を 

Feargus O’Connor として Joshua Hobsonにより

，注（1 ) Chimen Abramsky のこのチエタク，ジス卜は， R. Harrison の The War^wick Guide では，Bulletin の 

no. 26,1973と誤記されている（j d )力;，IEしくはno. 25, Autumn, 1972である。

( 2 )  John Saviile による Tみ0 Warwick GmW- の書評。Bulletin of the Society fo r  the Study of Labour 
History、na 35, Autumn, 1977, p. 82.

( 3 ) 前 掲 F, C• ハリスンとD , トムスゾのチャーテイズムの文献目録によると，r ノーザン• スター3 の編染者とそめ 

編集期間はより詳細セ，次のように書かれている◊ ( P .107) *
\Tlte Northern Star and Leeds General Advertiser^ Leeds.

18 November 1837-23 November 1844,
Ed. William Hill, November 1837-July 1843； Joshua Hobson, July 1843-Novefnber 1844.
〔continued as〕The Northern Star and National Trader Journal, London.

30 November 1844-13 March 1852.
Eds. G. J. Hariiey, 1845-summer 1850； William Rider, G‘ A, Flejning, l?50-52j
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:m学会雑誌J 72^  5 (1979年10月）

印!?(1される。そして，368号からLondonでWilHani 
H e w U tにより刊行。 印刷はDougal M'Gowan, 
編集はJoshua H obson'による。『以前は-"つの階 

級向けの新聞であったが，すべての人々によって受 

け入れられるために』新間名が変吏された。のちに， 

P a v e yが刊行，W illiam  G od freyが印刷し，さら 

に，’ 'John B e z e rの-刊行 . 印刷， さらにGeorge 
Julian H arneyの刊行 . 印刷となる。最終号はでゐ《 

Star o f  Freedom: Journal o f  Political P rogress, 
Trades' Record, and Co-operative Chronicle と题 

されている。全国運勤としてのチャーチィズムの指 

導的新聞であり，全国憲享協会の機関誌でもある。J 
引用の冒頭の記号B についでは後述するとして，そ 

れにつづく価格の表示に注意しよう。機関誌の価格は， 

どの階層の人が読みえたかを知るうえでも，きわめて 

重要である。いわゆる •■知識辕J をかけられたぱあい 

は，s t a m p e d と記入されている。ここで{■キ， 残念な 

がら，‘発行部数は書かれていない。つづいて， 《■ノー 

ザン . スターJ が現存する所在地が，号数とともに記 

されている。

FHome O ffice Papers, Public Record O ffice  
73/52 3 (2 Dec. 1837), 5 (16 Dec. 1837); Ham m er
sm ith Public L ibraries (14 June 1842)； B ritish  
Library(Bloomsbury)aI, 8-b(originals and micro
film); London U n iversity  a 209-313*, 532-687*; 
Leeds Public Libraries (4 Jan. 1840) -Dec, 1850 * 
(originals); (6 Jan, 1838)-(1 May 1852), (8 June-11 
Nov. 1852) (microfilm); N uffield  College, Ox
ford, J a n .1838-NoV.1852 (microfilm); W arwick  
U niversity Library 1838-52 (microfilm)j 
これらは，もちろん，V、ずれも略号で記されているが， 

凡例に沿ゥて復元したものである。これによると『ノ 

ニザン，スタ…J は1837年11月18日に绝1 号が刊行さ 

れたが，37年中に刊行されたものは3 号と5 号が P. 
R. 0 . に残っているだけで，British L ib r a r yも1 号 

から7 号までは発得されずに1838年 1 月 6 日号（I, 8)  
からしか0?蔵していないことがわかる。（他のマイクロ 

プィルム版はこれによっている0 ) 1838年および39年分の 

オリジナルは，イギリス国内ではBritish L ibraryだ 

けが所蔵しており，1840ギ 1 月からはLeeds Public 
L ib r a r yの所蔵分が力IIわり，☆計 2 セットとなる。

慶應義塾大学図書館が所蔵するr ノ ザ ン ，スターJ 
は，1838年 1 月号から39年12月号までの2 年問分であ 

り，残り少ないオリジナルのひとつである。巻数では 

Leeds Public L ib r a r yのそれに接続するもの't?あ 

り, Leedsのそれと何らかの開係があるかもしれない 

といら推測が成りたつ。

つぎに，中期ヴィクトリア期の代表的労働者新聞 

rビー* ハイヴJ の項をひいてみよう。（P. 32)

「214 Bee Hive 1(19 O c t.1861)-794 (30 Dec. 1876); 
Then Industria l Review, Social and Political'. 
795 (6 Jan. 1877) -898 (28 Dec. 1878)； w eek ly .
A .それからB. 2 d .ただしC‘ となり, Penny B^e 
H iv eと名称を変更した1870年の2 月一12月を除く。 

さまざまな労働組合から資金援助を受けたTrades 
Newspaper C o m p a n yにより発行される。 労依ホ 

者階級の利益のためにJ George Potterが創刊し， 

のちに編集者となる。初代編银者はG. T r o i ip と 

Robert H ortw ell。1870 年の編集者はてH, Solly。 
1865年 9 月までP•ンドン労働組合評議会の公式機関 

誌とみなされ，短期間第1 インターナショナルのプ 

リチンの機関誌であった。普通選举権を擁護し，選 

举法改正速盟を支持。とくに，ロンドンあ働者協会 

の r労働者の諸権利j を擁護。労働問題の討譲の場。 

1870年代はLloyd J o n e sの定期的記事が揭载され 

る。最大発行部数は，1865年 3 月と4 月で8000部。 

Blshopsgate Institute 1870-76 年； Glasgow  
U niversity 436-898*； B ritish  Librany (News
paper Library, Colindale) 51-898； London School 
of Economics and Political Science No. 51- 
1870 年 （photocopy); Nuffiield College, Oxford 
(microfilm of Colindale holding)J 

rビ t— • ノ、イヴ』 は 1 号から50号までが未発見であ 

り，その後も速統して所蔵されていまのは， British  
Library (Colindale)の一組しかない。『ノーザン. ，ス . 
ターJ や『ビー' . ハイヴ』のような著名がつ重要な新聞 

でさえ，残存率はきわめて低いのである。本書のすぺ 

ての項目がこのニ紙のように詳しく記載されているわ 

けではないが，研究者にとってその所在地が卷数毎に 

明示されていることは，使利この上もないことである。 

その使利さを本書巻未の2 種類の索引がさらに増し

注（4 、 f ピー. ハイヴJ については, Stephen Coltham, George Potter, the Junta, and the Bee-Hive, in Interna
tional Review of Social History, IX 1964； X , 1965.および Do, The Bee-Hive Newspepar: its Origin and 
Early Struggles, in Asa Briggs and John Saville eds., Essays in Labour History, vol. I, 1960.を参照。
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てぃる。 つは，39頁ょりなる事項索引であるが，他 

の一-Dは，1790-99年からはじまり1960- 19704pまで10 
年間ずつ収録されたp e r io d ic a lの年代別リスト'^*あ 

り，後者は，『もっとも創造的アイディアj とJ.サヴ 

ィルが評したものである。

このようなチック，リストの項目の取捨選択にお 

いては，編者の労働史の把握のしかたが，意識的であ 

れ無意識的であれ，反映せざるをえなぃ。じつは，ま 

題をB d tish  Labour Perodicals 1790-1970 A Check 
L is tとしているその各々の用語のなかに，編者は取捨 

選択の基準を定めているのである。順にそれらをみて 

いくととにしよう。

まず第一"に，本書はあくまでチ± ック，リストであ 

り，ビプリオグラフィ一では;いと編者はことわって 

いる。たんにアルファベット順に並ぺただけであると 

いう意味である。第二に，『プリティッシュJ という意 

味は，連合王国（U. K. ) または現在のアイルランド 

共和国で刊行されたものとぃう意味で，それが書かれ 

た言語にはかかわりがない‘としている。したがって,
ゥcn—ルズやスコットランドにおける干Ij行物が舍まれ 

る。第三に，‘periodical’ の意味は，定期的に刊行さ 

れ た 新 雑 誌 ，コメンタリー，記録などを指し，印 

刷物か否かは問わなVでとしている。P 定された期間の 

刊行物は除かれてぃるので，ストライキ報告書や選举 

の演説や訴えなど，一時的な必要性から作成されたも 

のは，たとえそれが労働史研究に貴重な資料であろう 

とも，本書からはr短命なも.のj (ephemera) ,として 

除かれて、る。さらに, バランス.シートや統計報告 

書も定期的に刊行されていても，除かれている。ここ 

までは比較的取捨選択の基準として明確である。だが, 
困難はつぎの点にある。すなわち，’‘Labour periodi- 
ca ls’ の L a b o u rをいかに理解するかという間廣が

生じるのであり, 『ノーザン*スク y 『ビー，ハ

イヴ』の引用例のなかに登場してきたんB. C. なる 

記号の説明をことでしなけれぱならない„
編者はp eriod ica lを 3 つの力チゴリ一に分類した。 

まず，賞金取得者または被®用まから後成される組織 

による刊行物を，A グループとする。それ故，A グル

一プには労働組合発行のジャーナルや協同組合や労働 

者クラプの-刊行物が入ホ。つぎに, B の力チゴリと 

して労働者階級の公認された利益のために， っまり 

r資本に対決し，労働者の侧にたってJ 刊行されたも 

.のを含め，社会主義者，アナーキスト，コ.ミュュスト， 

シンディカリスト団体のジャーナルが,ことに含まれ 

る。最後に，編者たちは賃金取得者のためにかれらの 

改良等を目的として他の社会階級により刊行されたも 

の も Labour p e r io d ic a lに含めるべきだと考え，こ 

れをC グループとする。A が労働者曜級によって（by) 
刊行され，B が労働者のために(for) 刊行されたと 

すれぱ，このCに分類されたものは，労働者階級に向 

けて（towai-'ds)刊行されたものであるという（x iv)。 
もっとも，本書でC に分類される項目は比較的少数し 

かない。それは，二つの理由による。第一に，その編 

者ないし所有者が明らかに民衆や庶民を購読対象とし 

ていたというだけでく，その読者が；̂‘金取^4者ポ886. 
e a r n e rであろとかれらが考えていたぱあいにのみ，

C グループに入るものとして採用したからである。第 

ニに， C に入る刊行物につ、ては，すでに BriHsh 
House Journals flOSG")や P ress Directory 
(1846-)が刊行されているからである。

以上のようにLabour period ica lsを親定すること 

によって，労働史• 社会史研究にとって重要なp,erレ 

o d ica lが本書に含まれないことになるのは，編者まら 

が認めているところである。たとえば，1849年10月19 
日から1850年12月12日までM orning C hrotiic/eにまる 
載されたHenry May h e w の労働者状態の82の r最

(5)
初の社会調査」も本書には含まれないし，Barnsley 
Chronicle (F r o s t)や Lm m ington A dvertiser  fVin- 
cent；) も入ってこない。同様に’, かのJoseph Covven 
の N ewcastle W eekly C h ro n ic leも本書には含まれ 

ない。もっともこの紙誌は採択の境界線上にあったよ 

うで，編者はこ.う書いていている。 .
rもちろん我々が（取捨選択するのに）最大の困難 

をもった特殊な新聞がある。たと【えば，我々は 

Joseph C o w a nにコントロールされていた年月の 

N ewcastle Weekly C h ro n ic leを含めたい誘惑に

i

法（5 ) これは，跡 itの Henry Mayhew, London Labour and the London Poor, 1851 & 1861. として刊行されてい 

るが, E. P. Thompson and Eileen Yeo eds., The Unknown Mayhew, 1971は, Morning Chronicle の82の 

記事の拔粋である。とくに，そこに収録されているE, P. Thom psonの Mayhew and the Morning Chronicle, 
およびE. Y e oの Mayhew as a Social In vestigatorのニつの解題が出色。Aborning Chnonicte誌上の記事と 

ふ ぇ るり/びのパ //がふ0♦パりタぇPりグとの評細な対比-55̂ も収録されている。なお，ISSOザ42片12日以後も同様の調 

査嚴果は発表しつづけられた/ぬこ注意。（たとえぱ，18S0年12月23日r はガラス労働者の労働状態が報告されている0)
-~ •1 0 1 {6 5 9 ) ——
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かられた。当誌がクラフト， ニオニズム，協同組 

合，および一般的な労働者階級の自助に共感を示し 

たことが本書に含めることをうながした。さらに， 

その急進主義の論調は，たとえそれがミドル• クラ 

スのものであっても，因習的なマンチ;t スター学派 

のそれを越えるものであったoj (XV)
だが， NewcasUe W eekly Chronicle が本書に収 

録されていないのに，同様の性格を有するjBirming- 
ham J o u r n a lが収録されているのは何故なのか， と 

V、う疑問が当然生じてくる。 Joseph Cowen (1829- 
1900年）は，死の直前を除いて， 一貫して労働者運動 

を支持した急進的企業家である。 N ew castle  upon 
T yne 地方の M echanics Institute や Sim itary  
S ociety, さらに Co.opei.aUve Society に深く 関係し 

たが，と'くに（ia r ib a ld iおよびM a z z in iとの個人的 

関係は重要であり,1 8 5 4 年にG aribald iがT y n eを訪 

れだときは，Cow■ゆに会っているし，1864年に再び 

イギリスを訪れ,労働者階級の熱狂的な軟迎をうけすこ 

ときには，C o w enの影響力は大きかった。 1854年 1 
月には，（i .  J. Harney•を雇って N oftheyn Tribune 
を創刊，これは短☆に終っていた（1855年3 月に廃刊） 

ゼ、、 5 年後の1860 年に，Ccmた N ew castle D aily  
C h ro n ic leのiji独所有者になった。そして，’ かれは 

その新聞の経済的活力を回復すると，それを急進的方 

向に転じさせ，全国的評価をえた急進的新聞にした。 

1S63 年には新しく N m c a s tle  W eekly'C hronicle を 

創刊し，これは，19世紀後半の多数の指導的急進主義 

者による記事を掲載したのであろ。このニ紙は，1871 
年に生じた9 時間労働日獲得闘争のュュ 一力ッスル機 

械エを支持する世論を動員するのに® 要な‘役割を果し 

た。C o w e n は， C h fo n k leを北部選举法改正速盟 

Northern Reform  Union (1858-62ギ）の思想一 その 

計画は普通選挙権と無記名投票を含んでいた一を表現 

する伝達手段として使った。それ以前には，かれの評 

価は，主として国際的，件に関連していたのだが，こ

の運動はC o w e nを国内の事件でも全国的に傑出した («)
人とした。j それ故， the W arw ick G u id e it  iW w- 
castle Chronicleを力チゴリ一C として収録すべきで 

あったと私は考える。(Jもrtltern T ribu n eは収鐘されて 

ぃる。）

また，Caj[)ital and Labourほ，1874年からCouncil 
of the N ational Federation of. A ssociated  Emp
loyers o f L a b o u rによって刊行された労働組合i■こ対 
決する新聞であったが，本書では， とれが力チゴリ

一C に入るものとして収録され, 一*方, D i c k e n sの 
<7)Household VTorrfsは，C に入るものと予想される力;， 

じっさぃには収おされてぃなぃ。編者g ら述ぺるよう 

に，C に入れるか杏がの「決定は，他の多数のものと 

同様に，議論の的,となるのは当然であろう。J (XV)そ  

の分類はァプリオリに境界線がひかれる性質のもので 

はなズ，r経験的考察J (empirical considerations) ' に 

よらざるをえなぃのもまた事実である力

さらに困難な問題点がぃくつかある。その第一は， 

長期間fli行されたぱあぃに；その p e r io d ic a lの性格 

が変化することがおこりえた点である。先に引用した 

『ビー . ハイヴ』の例でぃえば,最初に労働者階級の 

機関誌として出発し，以後C , B と性格を変イヒしたし， 

The D aily  H e ra ldは当初A とB の混合として出発し， 

やがてA が支配的となり，さらにB とC との混合とな 

ってぃく。だが, この点は, チ : ック，リストとして 

はさして重要な間題ではなぃとぃえよう。より大きな 

問題は第二点であり，プリチンの労働者階級の形成期 

に刊行されたものをどこまでLabour p e r io d ic a lと 
みなすか，とぃう間題である。アイルランド，ゥエー 

ルズ，スコットランドにおける労働者階級の形成期を 

ぃつの時期と規定するのかは，それ自体重要だ問題で 

ある力，、，少なくともイングラン ドについては，本書で 

はその時期を1790年 -1 832年とし，イングランドにカレ 

んしては•■完全にけ イッグ的』解決法を採用しJ, 
ジャコバン, クルトラ• ラディカル, クルトラ，デモ

法（6 )  Joseph Cowen—The Northern Tribune, reported by Keith Harris, 20th November 1970, in Bulletin, 
North East Group fo r  the Study o f Labour History, no. 5, October, 1971, p . 1 , また，John Saville and 
Joyce M* Bellamy eds. Dictionary o f Labour Biography、v o l .1 .(1972) co Joseph Cowenの項 (p. 81〜86) 
には，同じくKeith Harrisによる詳しい伝記と参考文献13錄がある。C o w e nがいかにr国際主義j を任じる急進的企 

業家であったかは，具体的に次の諾論文が7了<しているo P* Brock，Polish Democrats and English Radicals, 1832 
-62, in Journal of Modern History, 25,1953; P, Brock, Joseph Cowen and the Polish ISxiles, iti Slavonic 
and East European Review, 32,1954; M, Partridge, Alexander Herzen and the Young Joseph Cowen, 
in Slavonic and Bast European Revteiv, 41,1962.

( 7 )  Charles Dickens のこのジャーナルについては，A‘ Lohri ed" Household Words, Toronto, 1973.が書誌的に 

もっとも詳しい0
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評

クラチィックな新聞は/ /rtろ0«.グp eriod ica lではないと 

して除外している。また，19世紀初頭に，あきらかに 

労働者の階银意識形成に®要な役割を来した異教徒新 

間 infidel p r e s sは，中間ヴィクトリア期になると 

セキュラリスト新聞secu larist p r e s sにま化し，労 

働運動に敵対的開係をもつに至ったという理由から，‘ 
本書ではいっさい除外されている。 さらに，细fiJ紙 

unstam ped新聞や地下究行underground’新聞も，そ 

れだけでは本書に収録される充分条件とはならない。

こうして, 1829架以前のp e r io d ic a lは，合計90点し 

か収録されておらず，相対的にはきわめて少数にとど 

まっている。なかでも，1790年代の p eriod ica lは 10 
点，ISOO-O9 年では4 点と，きわめ.て少数でぶムと 

< にこの点には，編者の労働史把握のしかたが直接的 

に投影されてレ、るといえよう。

こc o //'0 W arwick Guide i t , 編者の言葉によれば, 
r暫定的なチェック. リストであり，決定的なビプリ 

オグラフィ一ではない。我々の目的は，歴史家にa tool 
of the tra d eを提供することであり，それがa preci
sion in stru m en tであるとみせかけるつもりはない，

(X V II)というととであり，p(i 一  r決定的J なととは， 

第二版をださねぱならず，そのさい，新しい項目の迫 

加や訂iE等々が必要だということである，とモデスト 

に書いている。しかし，我々社会史，労働史学徒は， 

こ の の 刊 行 r よってきわめて使利なa tool of 
the t r a d eを提供されたととは間違いないところで 

ある’。同時に本書の刊行は，我々学徒がある意味では 

n©ろ し 、時代に入った』ことを示していないだろう 

力、。それは，イギリス社会史•労働史にかんする論文 

やま書が，極東では第-^次資料の所在地が判明しな、、 

と 「弁解』しつつ，第二次資料に依拠して執筆•出版 

されることは，もはや許されなくなったことを，本書 

が黙示的に示すからである。

CRoyden Harrison, Gillian W oolven, Robert 
Duncan (eds.)i The Wanifi’ck Guide to British  
Labour Periodicals 1 7 9 0 -1 9 7 0 . A  Check L ist. 
H arvester Press, 1977. XXIII +  685p. 3 /

松 村 高 夫

(経済学部助教授）

注（8)1790-99年のperiodicalで本書に収録されているのは，以下のものである。

Edinburgh Gazetter (1792-), Hog's Wash (1793-), Mcinchester H emld  (1792- )，One Penny Worth of Pig's 
Meat (1793-), Patriot (I792-), Politician (1794-)，Sheffield Register (1794- )， Spy and Political Inspector 
(1795-), Tribune 1 (1795-), Moral and Political Magazine of the London Corresponding Society 
P olitic ianは，ロンドン通信協会London Corresponding S o c ie tyによって别行されたもの。なお，Hog's Wash 
については，J. Kucynski の注釈(JiuUetiyi of the Society fo r  the Study of Labour History, no. 26, Soring, 
1973)を参照されたい，
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